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日本酒市場の問題点
一飲食市場と家庭市場の日本酒-

j青沼が，長い腎，消費数量の減少を続けている中で，業界の様々な活性化のための取組みが行われている

ところである。筆者は，長い問主に〉酒造技術者として清酒製造業界に貢献されてきた。その御経験をもとに，

本誌においても今後の清濯の活性化のための方向性について，機々な御助言を賜っている。今回は，飲食市

場と家庭市場という切り口で，それぞれの市場について戦略の方向性のヒントとなる知見を述べていただい

た。今後の清沼製造業界並びに清酒製造業者各位の戦略立案のための参考としていただければ幸いで、ある。

1. はじめに

2007年に米国発サブプライムローン問題に端を発

した金融危機は急速に世界を駆け巡った。 2008年に

は証券大手リーマン・ブラザースが破綻，伎界中の株

式市場は連鎖的に暴落，円高ドノレ安そして各国の消費

不振は日本綬済を家引してきた自動車産業をはじめ輸

出産業に大打撃を与えた。基幹産業である電気大手の

業績も壊滅状態、で日本経済の翠引役は不在となり，鉄

鋼・化学などの素材各社の業績も低迷，これらの企業

を中心とした生産縮小による非正規雇用・派遣切りそ

して正社員のリストラによって雇用情勢は急速に悪化

した。

2009年4月にはクライスラ…，続いて 6月には

GMという米経済の牽引役である自動車産業大手の破

綻は世界経済に影響を与え，また新型インフルエンザ、

感染の拡大は，旅行・観光業界の売上げを大幅に低下

させている。

然し経済協力開発機構は， 2010年度の我が国の実

質経済成長率は前年比0.7%増と 3年振りにプラス成

長に復帰すると予測し，閣内株式市場も次第に活気を

取り渓してきている。

その他罰内においては， 2008年は原油と輸入農作

物価格の高騰によって加工食品を始めとして多くの生

活必需品は値上げラッシュとなり，酒類もビールを始
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め各澗類は値上げに踏み司った。日本滋業界では主産

地大手メーカーが主導したこれまでの値上げの流れと

奥なり，地方の有力中小メーカーの価格改官が先行し，

主産地大手メーカーまた業界全体は値上げを見送り，

これまでの価格改訂には克られない状況で推移した。

また消費者の関心が深い食の表示偽装問題が多発し，

予想、だにしなかった汚染米陪題は醸造業界を震揺させ

農水省の責任にまで発展したが，輸入食料品の匿産表

示など産地偽装問題はその後も連日のように発生しマ

スメディアに取りよげられている。

本誌103巻第9号で論じたように人口減少・高齢社

会の鶴来によって酒類全体の消費は縮小傾向にあるが，

約900万klという大市場で競合する今後の各酒類の

増減は，それぞれの業界の工夫と努力によって決まっ

ていくと云えるだろう。

筆者は引退後， 2000年から本誌への投稿論文で日

本酒の技術・需要・経営などについて述べ日本澗の復

活を期待してきた。本稿では「日本酒市場の問題点J
と題し，景気の悪化と飲沼運転根絶運動の強化とが連

動して直撃している飲食市場の現状及び家庭市場の日

本酒について論じ，日本酒市場の問題点を提起してみ

たい。

なお本論文の中で筆者がすでに本誌で論じた内容と

重複する部分もあるが，今回の表題に関連する内容と

してご了承戴きたい。また前論文と関係のある見解に
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ついては，論文が掲載された本誌VOLなどを付記す

るので参照されたい。

これらの意見は，日本酒造りを長年続けてきた酒造

技術者OBとしての私見であるが，忌俸のない諸氏の

ご意見を拝聴出来れば幸いである。

2. 価格改訂を逸した日本酒

2008年は原油高による各種の輸入原料・包装資

材・運賃などの高騰によって，加工品そ始め多くの商

品が値上げされ，横並びの値上げの年であった。そし

てビールを始め各種の酒類においてもそれぞれのコス

トの増加分に見合った価格改訂が行われたが，日本酒

も価格改訂を行うべき時期に来ていた。

焼酎閣と云われる熊本県内の日本滋の小企業が全閣

の先頭をきって価格改訂を発表し，熊本県内メーカー

そして会患の地方中小企業の一部が追従したが，主産

地大手メーカーが価格を据え置いた結果，全国の多く

の日本澗メーカーは長期の消費低迷で苦しい経営状況

下にありながら価格改訂に踏み切ることが出来なかっ

た。

価格改訂を行った地方中小メーカーの数が百本酒業

界の中の 3%程度(推定値)とすると，数量的には全

体の 1~2%イ立が価格改訂されたとしか云えないであ

ろう O また現状では価格改訂の撤回をしている企業も

あると聞き及んでいる。

このように業界全体が価格改訂に踏み切れなかった

結果，この 1年間の業界の損失は筆者の計算では約

200億円(推定値)と推測され，現状の経済不況・麗

用情勢が 4~5 年間継続し引き続き商品価格が据え量

かれると約 800~1 ， 000 億円の大損失となり，今回の

価格改訂を見送った主産地大手メーカーの責任は緩め

て大きいと云わざるを得ない。

2008年のど-}レ大手5社のどール類の出荷量は，

値上げや若者のビール離れの影響で前年比2.7%の減

少となり 1991年以降の最低となったが，ビール大手

3社各社の純利益は最高益であり，積極的な企業の合

併・買収の結果に加え迅速な価格改訂のプラス効果に

よるものと云える。

一方， 2007年の国税庁の調査「清酒製造業の概況j

によると，清酒製造業専業器合が50%以上のメーカ

ー1，324社のうち欠損企業は 607社で45.8%になっ

ている。また関税庁の資料では 2008年の清酒の課税
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数最は約 65万6千 klで， 1996年以降最も減少率は

小さいとは去え前年比2.9%の減少となり，欠損企業

率は上がると予測され深刻な状況にある。

本稿4項で述べるように，沼類消費の大市場である

外食市場を始めとして今後ますます厳しさが増すと予

測されている滋造業界の中で何故日本酒業界は価格改

訂を見送ったのだろうか。主産地大手企業開の競合・

駆け引きもあるだろうが，家庭市場を主とする紙ノTツ

ク酒商品 (2l)の価格が地方中堅メーカーの製品を

含めて， 900 円~800 円台また 800 円を下回るなど過

度の低価格商品の販売もあり，価格を据え豊かざるを

得ない一要因と云われている。

は本誌102巻第 10号と 103巻第3号の「これ

からの日本澗を思うJの2つの論説で、紙ノfック酒の低

価格競争の歯止めを進言してきたが，主産地大手メー

カー各社は業界のリーダーとして日本滋業界を牽引し

ていく愛任があり，適正な利潟を得る正常取引に努め

なければならないのはさ当然なことであると考える。

3. 日本酒市場の変化そして今

戦後の日本酒業界は基準指数によって政府米が割り

当てられて大手・中小メーカーとも造れば造るだけ売

れる状態であった。一部に販売不振の小メーカーもあ

ったが，未納税滋取引制度によって業界各社は安定し

た経営状態にあったと云えるだろう。

1970年から自主流通米制度が施行され米は自由化，

業界は 5年間の生産自主規制を行ったが，やがて生産

は自由になり市場での販売競争は次第に;戦烈さを増し

ていった。しかし戦後一資して続いていた級別制度に

よって主産地大手メーカーは特・ 1級j穫を生産し主に

料飲市場周・進物用として販売，地方中小メーカーは

2級澗を生産して各地方の家庭の娩酌用として愛用さ

れ，それぞれが安定した商圏を持っていた。

その後級別制度が廃止され，製法品質表示基準が施

行され市場は一変した。

市場は高品質商品・低価格商品の2極分化が進み，

地方中小メーカーの多くは逸平く商品質の特定名称酒

へと切り替えて大量生産・低コストの大手メーカーと

の差別化を計ったが，業界サイドの専門的で複雑な品

質表示は消費者へ十分に浸透せず，特定名称滋の市場

の伸びがなく，高コストと販売数量の減少により苦戦

を強いられている。
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一方，大手メーカーは級別酒時代の高価格商品の生

産から転換し，大量生産・コストダウンによる家庭消

費の紙パック低価格商品を開発して，道路縮の整備に

伴って地方小メーカーの商闘であった地方へも進出し

紙パック酒は大手メーカーの主力商品となり，地方市

場でもナショナルブランドと中堅メーカーの紙ノfック

商品が競合して価格競争に走っている。また漉ありコ

ンビニ・酒ありスーパーの大量出庖によって上撰・イ圭

撰などの瓶製品も地方市場へ進出したが，全国的な日

本酒の消費の減少で大手各社の課税出荷数量も減少の

一途にあり経営状況は厳しさを増している。

このように日本酒の大手・中小メーカーはそれぞれ

の商閣はかなり変化してきたが，需要は減少し最盛期

には 30%台を維持していた臼本滋のシェアーは平成

初期には 16%，現状は 7%程度と急溶して日本酒市場

は急速に縮小している。

今日のように日本酒が低迷を続けている要因として

は，日本文化の衰退・食文化の変化・日常生活の西欧

化などが挙げられるが，本稿では視点を変えて，とi本

澗の消費市場を料飲市場と家庭市場に分け，次の 4項

からそれぞれの市場の現状について考察し，日本酒消

費市場の課題と問題点について考えてみたい。

4. 欽食市場の現状と酒類消費

バブル崩壊後，低価格の料飲庖チェーンの参入も始

まったが料飲市場全体の議要は低迷し，本誌99巻第

5号で筆者は「需要の減少・価格競争などによる地盤

低下で事業所数は縮小傾向にあり，今後市場は変貌し

収益は低下し経営は年々厳しくなり市場規模は縮小し

ていく」と述べた。

ここでは外食産業総合調査センターと日本フードサ

ービス協会のデータから，その後の飲食業界の流れを

追い酒類の消費を推考した。

第 l図に外食産業総合調査センターの資料から，飲

食主体部門の市場規模の推移およびその中で臼本酒の

消費が比較的に多いと考えられる居酒屋・料亭の市場

規模の動きを示した。

①第1図から飲食主体部門の市場規模はパフ令ル崩壊時

の1992年が最大値を示し7兆100億円で，その後

も一定の規模を保っているが2000年から減少期に

入札年を追って急激に縮小し 2006年は5兆 1100

i意向と最皇室販に比較してその規模は 73%に縮小し
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②日本酒の需婆が比較的多いと考えられる居酒屋(含

むビヤホール)と料亭の市場規模も 1992年はそれ

ぞれl兆4600億円および4900億円と最大値を示し，

その後は次第に減少して 2006年は居酒屋・ビヤホ

ーノレの市場規模は l兆700億円で最盛期と比較して

73%に，料亭は 3500億丹と 71%に縮小している。

フードサービス協会では，外食産業市場の 20，000

庖舗余りを毎月調査して詳細なデータを発表している。

この中から酒類消費に関連があり，過去1年以上継続

営業している料飲底10，000r.5余りの最近5ヵ年間に

おける業態別売上高・客数・客単価の前年対比増減率

を纏めて第2臨に示した。この図から次のことが云え

る。

① 2008年は経済状況の悪化によって消費者の節約志

向が高まり，売上高は居酒屋は前年比l.8%減，ビ

アホール・パブは 0.6%減，ディナーレストランは

3.4%減，ファミリーレストランは 3.3%減と各業

態とも前年を下回り，特に家族連れが利用するレス

トラン関係の減少が目立つ(各数字はフードサービ

ス協会の鵠査資料)。

②5年間の売上高を見るとディナーレストランが前年

をクリアーした年もあるが，その他の業態では毎年

毎年対比マイナスとなっていて各業態とも経営の厳

しさを示している。

③客数は4業態ともに年を追って減少しているが，客

単価は上昇していることが分かる。特に居潜屋，ビ

ヤホール・パブではこの傾向が著しい。

④また居酒屋とビアホール・パブとはよく似た傾向を

示し，前述のように客単価は年を追って上昇しその

結果売上高の減少は縮小してきているが，これは客

数の減少による売上げの減少を酒類・料理価格など

のメニュー価格を上げることによって売上高の増加

を計っていると考えても良いだ、ろう O 総務省、の消費

者物価指数調査によると外食市場のビール儲格は第

l表のように 2005年の価格を 100として比較する

と年々上昇していて，この状態を裏づけている。

⑤ディナーレストランは 2005年には客数は減少して

いるが，客単価が前年比3.8%と急激に上がったこ

とによって，売上高は 2.4%増加している。これも

メニュー価格のアップによるものと推考される。し

かし 2006年からは客数の減少・客単価の低下によ

援協 (2009)
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第 2図 業態別の売上高・客数・客単価の前年対比増減

日本フードサービス協会の既存庖の調査

(年次によって説査局舗数は異なるが，毎年約 10.000庖舗の調査データである)

塁走存庖:過去l年以上営業を継続している鹿舗
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第 1表外食市場のビール価格比率

2005年二二100

年次 価格比率 年次 価格比率

1990年 88.1% 2000年 98.6% 

1992 9l.8 2002 98.9 

1994 94.5 2004 99.5 

1996 95.6 2005 100.0 

1998 98.6 2007 100.5 

総務省:消費者物価指数年報

って売上高は急激に落ち込んでいる。

⑤ファミリーレストランも客単価は年々上がっている

が，売上高は減少し経済不況による生活防衛意識か

ら家族での外食が減少していることを示していると

云えるだろう。

このように外食産業総合調査センターと日本フード

サービス協会の詳細な調査資料から料飲市場の規模は

年々縮小しているが，本稿「はじめにjで述べたよう

に現状の経済危機・雇用動向・人口減少・高齢社会の

到来から考えてこの傾向は今後も強まり，飲食市場の

規模は縮小し外食産業全体の溶類消費はこれからも減

少していくと予測される。

日刊経済通信社の調査によると， 2008年大手メー

カーほとんどの企業で31紙ノTック酒出荷数量は前年

をクリアーし， 21パックも全般に出荷は好調でトあり，

経営が厳しさを増した料飲底で、低価格な紙パック酒の

需要が増加した結果と推考される。

しかし料欽市場への紙パック溜の進出は，料飲j吉の

瓶商品の消費減少および低アルなどの溺質の評価が懸

念され，今後の動向を注視していく必要があるo

は2002年の本誌97巻第 6号で「市販されている紙パ

ック商品の品質については，品質設計のスタートに立

って再検討が必要な衛品も多く……Jと指摘したが，

現状でも大手メーカーの荷品の中にも香味に液庇のあ

る製品が散見される。業界全体のために迅速な酒質の

是正を期待したい。

5. 日本酒の料飲市場のシェアーは 5.6%と

極めて低<EI本酒低迷の大きな要因である

筆者が今まで体験した料飲屈での;!主席は酒類関係

者・製造技術者・友人達との会合であって，料飲f吉ま

たホテルなどの懇親会・宴会で飲む酒は主に日本酒で

第 104巻第 11号

あり，それがまた当然であった。

しかしこの 4~5 年間，これまでに経験しなかった

寵学者・臨床匿師そして報道関係者との飲食会合に出

席する機会が度々あり，このメンバーが飲む沼類を観

察してみたが，残念なことに日本酒の出番はほとんど

なかった。

新橋での中華料理屈の会食では，最初はビー/レ，次

いで紹興溜，最後は白ワインで閉めていた。和食の会

合では，ビール・日本源・焼酎・白ワインであったが，

本格焼酎が主であり日本酒の数量は僅少で，ホテルの

ノTーでは赤ワインとウイスキーであった。

後日の講演会後の懇親会の酒類はビール・台ワイ

ン・赤ワインが並んだ、。

また最近出席した若者の結婚披露宴では，スパーク

リングワインで乾杯の後には各テープ、ルにビール，そ

してその後は洋酒のカクテルメニューが配られた。

このように日本酒の出番の少ない料飲市場での日本

酒のシェアーは，どの程度なのであろうか。

2005年の資料であるが，第2表に主要滋類の課税

数議;・消費金額などのデータを調べ， r金額ベース与
数量ベース」として算出し，各j滋類の家庭市場と料飲

市場での消費説会また家庭でのシェアー，料飲庖での

シェアーの概数を示した。

①第2表から酒類全体の料飲市場と家庭市場での消費

割合は， 63対 37程度で料飲市場での消費'比率が高

く，焼酎・ビール・発泡酒・果実酒類はこれと同じ

額向を示している。

②また焼酎・ビール・果実酒類の家庭市場と料飲市場

のシェアーは，焼酎は 10~11%，ビールは 36~41

%，果実沼類は 2~3%程度とそれぞれ大きな違い

はない。

③発泡澗は家庭市場のシェアーは 12%，料欽市場の

シェアーは 23%程度で料飲底のシェアーが高く，

本稿4項で述べたように料飲j百の経営の厳しさを如

実に示している数字と云える。

④一方， B本酒はこれらの酒類と異なって，料飲市場
と家庭市場の消費は， 45対日程度で家庭市場の比

率が高し〉。

⑤またシェアーも酒類全体のシェアーは 7.8%である

が，家庭市場では 11.6%，料飲市場は 5.6%であり

料飲市場のシェアーが極めて低い。料飲市場の規模

は年々縮小し日本酒の需要も減少しているが， 5.6 
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第2表 各酒類の料飲市場と家庭市場でのシェアー (2005年)

課税数量
全体の

総消費金額 内家庭用
家庭での 料飲庖の 家庭での 料飲庖での

シェアー 消費割合 消費割合 シェアー シェアー
万kl

% 
億円 億円

% % % % 

清瀬 73.8 7.8 5，950 3，026 55 45 11.6 5.6 

焼酎 104.7 11.1 8，220 2，888 35 65 10.5 11.4 

ビール 360.7 38.2 18，010 7，195 40 60 41.3 36.4 

発泡溜 178.2 18.9 6，341 1，500 24 76 12.2 22.7 

果実酒類 26.0 2.7 3，231 925 29 71 2.1 3.1 

その{也

合計 944.7 100.0 51，138 18，954 37 63 100.0 100.0 

課税数量は悶税庁資料，総消費金額はキリンビール資料，家庭でのj出資金額は総務省資料から算出，日本酒の家庭と料

飲J古の消費割合は本誌、102巻第1号の資料，本計算は「金額ベースー数量ベースjとして算出し，また多方ー面からの資

料を使用した概数計算である。

%のシェアーは料飲屈で94%強は日本酒以外の酒

類が欽府されていることを示し，前述のように日本

沼の出番が少ないのも納得出来る数字である。

日本酒の料飲市場でのシェアーが低い要閣として

「料飲j吉での臼本酒の価格が高い」

「飲食j古のメニューに日本酒の一本(一杯)当たり

の数量が正確に警かれていなしミj

「日本酒の愛好家は高齢者が多く自宅での娩酌が主

であるJ
などが指摘されるが，業界は料飲市場の日本酒のシェ

ア-5.6%という低い数字を注視し，日本酒は料飲市

場において惨敗・壊滅的状況であり，料飲市場のシェ

ア一回復への努力は日本酒の復活に欠かすことが出来

ないということを認識しなければならない。

2009年の現状はより厳しい状態と推考されるが，

日本酒造組合中央会・各県滋造組合を中心として「日

本酒で乾杯Jの活発な広報活動，料欽j吾の日本酒価格
の是正努力など料欽市場での消費拡大に一層取り組ん

で貰いたい。また前記のシェアー減少要因の他に業界

全体で料飲市場のシェアー激減・惨敗要因について詳

しく検討し，料飲市場の需要の回復へ詞けて実効性の

高い具体的な対策を迅速に打ち出すことが必要である。

そして日本酒の復活を目指し料飲市場のシェア-

10%への努力を期待したい。これが実現出来れば 20

万kl以上の需要増になる。

6. 家鹿市場での宿本酒

家庭市場での日本酒の動向について検討した。

総務省の家計議査年報を見ると， 1世帯当たりの年

間のi菌類支出金額は減少し続けてきたが， 2007年か

ら増加傾向にあり第3表に掲げた。この表から次のこ

とが云えるだろう。

①第3表左械の酒類支出金額は 1994年に最大値を示

しているが，その後はバブル崩壊などの影響により

減少している。また第4表のように滋類市場全体の

需要も低下したが，量販路などの酒類価格の値下げ

第 3表 1世帯当たりの年間の酒類支出金額 円

酒類 清酒 焼酎 ビール ウイスキー ぶどう滋 発泡澗 {也の潜

1994年 55，945 11，672 3，704 33，034 4，562 1，304 

2000 49，994 9，676 4，556 25，629 2，130 2，808 3，580 1，625 

02 47，502 9，010 5，317 20，304 1，685 2，416 6，774 1，995 

04 46，011 7，911 6，376 18，290 1.438 2，628 7，050 2.319 

06 43，476 7，449 6，705 16，330 1，212 2，298 5，600 3，883 

07 44，872 7，267 7，162 17，218 1，220 2，412 5，991 3，600 

総務省:家計言語査年報
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第 4表 全酒類の課税出荷数量と市場規模の推移

年次 全酒類の課税出荷数量 全酒類の市場規模 市場規模/数量 f当たり

1992年 987万kl 6兆 8643億円 693丹

1998 1010 6 6600 659 

2001 997 6 0000 602 

2005 945 5 1000 540 

第 5表酒類の価格指標の推移

2005年=100

清滋 焼酎乙類 ビ了一ル 発泡酒 ウイスキー ぶどう酒

酒類 普通滋 本格焼酎 '$ 350ml 缶350ml サントリ 瓶詰720ml

紙容器2l 麦1.8l 6缶入り 6缶入り 角瓶700ml ビストロなど

2000年 103.5 105.5 101.1 103.7 

2005 100.0 100.0 100.0 100.0 
..砕世情輔~---- Mゆ#静拘司令骨仲骨骨相・・ー

2006 99.1 98.2 99.7 

2007 98.0 95.4 99.0 

総務省:消費者物価指数年報

や酒類メーカー各社の低価格商品の開発によって，

各家庭での沼類支出金額は 2006年這の 12年間減少

し続けてきた。

②しかし酒類支出金額の減少は 2006年で止まり，

2007年から増加に転じている。その一要因として，

経済不況や飲酒運転根絶運動の強化によって，飲酒

の場が飲食庖から家庭へと変わってきていると考え

ても良いだろう。この傾向は今後も続き飲食市場の

客数の減少に繋がることになる。

③また各酒類別の支出金額を見ると， 2007年は焼

酎・ビールを始めほとんどの酒類の支出金額は増加

しているが，臼本酒への支出は減少している。この

状況は日本酒の消費減少の影響か，また低価格沼の

需要の増加結果か，検討する必要がある。

次いで総務省の消費者物価指数年報から各澗類の価

格指数を第5表に示した。 2005年の調査では清酒は

特撰・上撰・佳撰のデータがあったが，今回の調査は

紙容器のみになり紙パック商品が市場に定着してシェ

アーを拡大，特撰・上撰ーなどの瓶製品のシェアーが縮

小していることを示している。

①第5表の中で最も価格の安定しているのは焼酎乙類

で，焼酎業界のリーダーとして本格焼酎大手メーカ

ーが市場価格の安定に努力していることが伺える。

②一方，清酒の紙容器21の価格は 2000年からの下

第 104巻第 11号

99.1 

97.9 

103.1 104.7 104.8 

100.0 100.0 100.0 
-ー・ー相時伴内・・・・・ a・ー ・4抽骨ゆ世俳世世#世崎両仲 仲4嶋崎，静岡舟 h 四回 F曹関曹関ーーー

99.0 98.7 100.6 

97.9 96.7 99.5 

落は大きしまた 2007年対比も 95.4%と価格低下

が著しい。このように各酒類の価格変動に比較して

清酒紙パック製品の価格下落率は最も大で過度の低

価格競争が懸念される。

日本酒業界の大手メーカーの主力商品である紙パッ

ク溜は中堅メーカーの製品も含めると市場の約 50%

を占め，その大半が家庭市場で消費されているが，市

場価格は低下し特に量販庖などにおける異常な低価格

競争は本稿2項で述べたように価格改訂見送りの一困

になった。このように紙パック泊の倒格が業界に与え

る影響は大きく，業界全体の照題点として徹底した論

議・対策が必要で、ある。

滋類業界の慣習である決算謝礼金・販売促進費・配

送合理化費・販売協力費・販路拡張費などの各種リベ

ートは，流通段階では卸から業務用酒販応へ値引き対

策，そして業務用酒販l古から料飲j古へ市場開拓費とし

て支払い。また一般流通市場では卸から得意先酒庖へ

の値ヲ|き支払いなど多岐にわたっている。

しかし本稿で論じたように料飲市場での日本溶の惨

敗・壊滅状況，長期低迷などを勘案すると，リベート

の本来の自的である消費拡大のプラス効巣は見えず，

S本酒の消費数量が最盛期の約 37%にまで減少し業

界は危機的状況となった今，紙パック溜の価格の論議

と共に慣習となっているリベートの是非は日本酒市場
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の大きな課題であり，時代環境の変わった現状におい

ては抜本的に見直すべき時期に来ているのではなかろ

うかと考える o

また本誌102巻第l号の「治'費市場の概況図jで示

したように家庭市場での瓶製品の消費は少なく，家庭

市場での日本酒の消費拡大の為には，瓶製品の販拡努

力と共に生活環境を考慮した簡便に廃棄可能な材質の

家庭用新容器(紙ノfック以外の)の開発努力も必要で

あろう O

7. 消費者のニーズに合う酒震へ，

たゆまぬ努力を

友人の建築会社社長が難航している商談相手を東京

の割烹に招待した。このj苫の日本酒は北陸の銘酒であ

ったが，取引先はこの潜の酒質に惚れ込み酒質談義に

終始し商談はうまく纏まった。その後この蔵に連絡し

てこの酒を取引先に送ったが大喜びされて商売は順調

に推移していると話していた。

また四国での話。ある職場の送別会が多人数参加し

て居酒屋で聞かれた。ビール・焼酎そして地酒の日本

酒が出たが，この日本酒の澗酒がまことに美味しい。

全員が f日本酒をJI百本沼を」と次々に注文して嫡
瓶が並んだ。この酒は山廃の澗であったとのことであ

る。

このように消費者のニーズに合う沼とはどのような

酒であろうか。

ン，消費者ニーズに合う沼質，正に入魂醸造， Iどの

ような方々が造っているのだろうかJと酒造りのご苦

労を偲び造りへの思いを馳せた。

「我が社の製品はこのような話に該当する酒と云え

るだろうかJI我が社の潤酒の適温は調べたことがあ

るだろうか」など，今一度原点に戻って我が社の沼質

そして酒造りを考えてみることも必要であろう。

料飲庖では我が社の酒だけでなく，その庖でよく売

れている酒・お客様に評判の良い酒を I本 (1杯)飲

んでみることを勧めたい。(自社の酒が一番評判が良

い沼であれば万々歳であるが……)。

消費者の求める澗質の商品が料飲市場・家庭市場に

滋れ，日本酒消費の機関車となり臼本酒の復活へ向け

て一直線に走り続けて欲しい。

8. おわりに

ますます厳しさを増した酒類市場について本稿は辛

口な論評となったが，業界そして日本酒市場の 2~3

の問題点を提起した。

本稿冒頭に述べたように世界的な不況によって自動

車を始めとして電気・鉄鋼・化学などの大手企業では，

生産・販売ともに前年対比 30~60%減の時代に突入

している。

しかし酒類市場は縮小期に入っているとはいえ 900

万klという大きな需要があり，日本酒企業各社は多

くの課題はあるが，それを乗り越えこの大きなパイの

筆者も本誌に或る地方蔵の もと純米酒」の燐溜 中で流通業界と共に需要の拡大そして収議を震視した

を称賛したことがあるが，後日この蔵の酒は茶新聞社

の発表で:聡酒NO.1に選ばれていた。

また先日，焼きj寝屋に入り東北地方の有名銘柄を見

つけ冷やを注文した。

「デリシャス林檎のような芳醇な適度な香りと円や

かな調和した旨味，すっきりしたキレの良い後味J。

吟醸タイプの素晴らしい潜であった。マーケット・イ
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戦略を練り，日本酒業界の念願である復活への道へと

進むことを期待している。

「頑張れ， EI本酒jと心からの声援を送りつつこの

稿を爵じたい。

「頑張れ，頑張れ日本酒」

(2009年6fJ 27日記)

議協 (2009)
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